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8)Symptomaticpineal cystG')1例
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画像上 incidental に松果体部嚢胞を認めることは し

ば しば経験 されるが.症状を呈するものは稀である.今

回.閉塞性水頭症により発症 した 1例を経験 したので報

告する.症例は57才女性,頭重感を主訴に受診 したが.

軽度の知能低下1IJ,札 特に異常を認めなか-)た.画像上,

側脳室は著明に拡大 Lていた.ma弘 は Crではやや CSF

より高い densityを示 したが,wallは enhanceされ

ず.metrizamideCrでは,massへの RI移行は見ら

れ左か-､た.MRIでは 'Ⅰ~'1,T2ともはば一様で,CSF

より若干高信号であり.quadrigeminalplateの上方iこ

位置 した massにより,中脳水道は閉塞さわていた.Gd

により,薄 く平滑な wallが enhanceされた. 6月1

円,cystを唖全摘 した.これまでに報告 された症例25

例と比較 しつつ.symptomaticpinealcystの臨床像

の特徴や,画像上鑑別すべき疾患についで考察する.今

回の症例は,我々が調べ得た範囲では,最高齢の症例で

ありた.
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れる右前頭蓋底の fibrousdysplasiaの 1例を報告 した.

症例は68才の弔性で頭痛を主訴に来院され神経学的には

異常認めなかったが CT にて右前頭蓋底の著明な骨肥

硬化像を指摘 された.MRIでは Tl.T2強調俊英 HSl

と LSIが鼠克状に混在 しており,Gd-I)TPA にて不均

一にエン′＼ンスされた.骨.Iンチにて同部に高度の RI

の集積を認めた,以上より fibrousdysplasiaと考えた

が (満tema.(bSifyingfibroma,侶teOSarCOma.metaStaic

tumorとL･7)鑑別を要すると思われ 特に metastatictumor

との画像上の鑑別は難かしく,線戯確認のため o隈nbi聯 y

を施行 した.結果は fibrousdysplasiaであった.以上

紘,多少の文献的考察を加え報告 した.
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1(い てんかん原性 病 硬 の画像診断
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難治性てんかんの原因としては,膝癌や血管障害など

多彩であるが.今回我々はそのなかで脳の形成異常が原

因と考えられた難治性てんかんの症例について報告 した.

1988年から1993年までの間に該当する症例は5例あっ

た.内訳は.Pachygyria L例.Polygyria l例,

Hypomelanosisofltol例,Dysembriopl'TBt.icNeuro-

epithelialTumoy2例であった･従来原因不野とされ

てきた難治性てんかんの中にこIliL-)脳の形成異常の症例

が含まれている可能性があり確窯な診断が望蜜れる.そ

れには MRl.特に PDImageが有用の事が多いよう

であった.

てんかんの患者には MRIを積極的iこ行って. これ

らの器質的疾患を除外診断する必要がある,

111後頭蓋窟 pacehionianbodyの画像所 見

塁欝 一望 ●伊藤 寿介 (語 義叢歯科.ラ

古滞 哲哉 ･山本 貴子 (同 放射線科)

Pacchiollianbody(arachnoidgrallulation,クモ

挟撃粒)は脳脊髄液を静脈洞に還務する解剖学的構造物

であり.上矢状洞近傍cT)頭蓋冠内面に小さな陥凹性変化

をきたすことが知られている.一万小脳表面にも存在し,

後頭骨に限局性骨非薄化をきたすことがある.今回我 々

は病理組織学的証明はなされていないが,特徴的な解剖

学的部位や画像所見からクを膜願粒 と考えられた6例を

報告 した.症例は59--83歳の高齢女性.CT では内板-

板間層に,更に外板に達する正中近傍の限局性骨欠損で

めil, 周囲iこ反応性骨変化は認めド)かなかった.MRI

では脳脊髄液 と等倍号を示 し,Gd投与iこても造影され

なか-.,た.臨床上病的変化との鑑別が重要であるが.小

脳や周囲脳橋に異常を認めず, クモ膜贋粒の診断は可能

と考えられた.
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